
○不登校児童⽣徒数が、⼩・中学校で約３０万⼈。学校内外の専⾨機関等で相談・
指導等を受けていない⼩・中学⽣は、約１１万４千⼈。いずれも過去最多。

○いじめ重⼤事態の発⽣件数も、９２３件と過去最多。

不登校の児童⽣徒全ての学びの場の確保、⼼の⼩さなSOSの早期発⾒、
安⼼して学べる学校づくり等のため、⽂部科学省において３⽉に策定し
た「COCOLOプラン」の対策を前倒し。あわせて、不登校施策に関する
情報が、児童⽣徒や保護者に届くよう、情報発信を強化。

○学びの多様化学校設置促進のための全国会議開催、「学びの多様化学
校マイスター」派遣（設置ノウハウや課題の共有のための全国会議を開
催するとともに、学びの多様化学校設置経験者を⾃治体に派遣し、相談
・助⾔が受けられる制度の創設）
○⽂部科学省による⼀括した情報発信（各教育委員会において作成した
地域の相談⽀援機関等に関する情報を、⽂科省HPで⼀括情報発信）

いじめの重⼤事態化を防ぐための早期発⾒・早期⽀援を強化。あわせて、国に
よる重⼤事態の分析を踏まえつつ、個別⾃治体への取組改善に向けた指導助⾔
及び全国的な対策を強化。

○重⼤事態の国への報告を通じた実態把握・分析、ガイドライン改訂等に
よる全国的対策の強化（こども家庭庁とも連携して、重⼤事態に⾄る
ケースの共通要素（いじめの背景・原因等）を分析。未然防⽌や重⼤
事態への対処を図るべく、いじめの重⼤事態の調査に関するガイドライ
ンの改訂等を実施）

○重⼤事態の未然防⽌に向けた、国の個別サポートチーム派遣による各
⾃治体等への取組改善の実施（重⼤事態発⽣件数が多い⼀⽅、いじめの
認知件数等が低い都道府県等に取組状況を調査。こども家
庭庁とも連携して、国から各⾃治体等へ指導助⾔を実施）

〇こども家庭庁において、
・地域におけるいじめ防⽌対策の体制構築を推進するため、⾸⻑部局か
らのアプローチによるいじめ解消の仕組みづくりに向けた取組の強化や、

・いじめの重⼤事態調査について、第三者性の確保の観点から委員の⼈
選に関する助⾔等を⾏う「いじめ調査アドバイザー」の活⽤等を実施。

01 不登校の児童⽣徒全ての学びの場の確保

02 ⼼の⼩さなSOSの早期発⾒
○アプリ等による「⼼の健康観察」の推進（困難を抱える⼦供の⽀援に向けた
アプリ等や専⾨家の⽀援を活⽤した⼼や体調の変化の早期発⾒・早期⽀援）

〇⼦供のSOS相談窓⼝を集約して周知（１⼈１台端末を活⽤）
○より課題を抱える重点配置校へのスクールカウンセラー・スクールソーシャ
ルワーカーの配置充実

国による分析強化、個別⾃治体への指導助⾔・体制づくり

不登校・いじめ 緊急対策パッケージ ~誰⼀⼈取り残されない学びの保障に向けて~

安⼼して学ぶことができる、「誰⼀⼈取り残されな
い学びの保障」に向けた取組の緊急強化が必要。

○校内教育⽀援センター（スペシャルサポートルーム等）未設置校へ設置促進
（落ち着いた空間で学習・⽣活できる環境を学校内に設置）

○教育⽀援センターのICT環境整備（オンラインで⾃宅等から学べるように）
○教育⽀援センターのアウトリーチ機能など、総合的拠点機能の強化（どこに
もつながっていない児童⽣徒に⽀援を届けるため、⾃治体の体制を強化）

情報提供の強化

いじめの早期発⾒の強化
○アプリ等による「⼼の健康観察」の推進（困難を抱える⼦供の⽀援に
向けたアプリ等や専⾨家の⽀援を活⽤した⼼や体調の変化の早期発⾒・
早期⽀援）（再掲）

〇⼦供のSOS相談窓⼝を集約して周知（１⼈１台端末を活⽤）（再掲）
○より課題を抱える重点配置校へのスクールカウンセラー・スクールソーシャ
ルワーカーの配置充実（再掲）

○学校いじめ対策組織にスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、スクールロイヤー、スクールサポーター等の外部専⾨家を加えること
で組織的に対応するとともに、安⼼して学べる学校づくりを推進

○R５年度予算によるCOCOLOプランに基づく対策（学びの多様化学校設置促進や、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーによる⽀
援及び医師会との連携、⾼校等における柔軟で質の⾼い学びの保障、保護者の会など保護者への⽀援等）を継続して実施。

〇学びの多様化学校に対する教職員の優先配置等をはじめ、誰⼀⼈取り残されない学びを保障する指導・運営体制を緊急的に整備。

不登校 【緊急対策】 いじめ 【緊急対策】

組織的対応を⽀える取組


